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また、前段として、床仕上げ材の遮音性能等級表示の
変遷や床仕上げ材の各層が遮音性能に与える影響を簡単
に解説する。なお、本実験および解説は、JIS A 1440-11）

に規定される軽量床衝撃音を対象とした。

2．床仕上げ材の遮音性能等級表示の変遷
集合住宅の床の遮音性能について法的規制は無く、リ

フォーム工事に際しては、マンション等の管理規約の中
で、床仕上げ材の遮音性能を規定することで性能を確保
していることが多い。

床仕上げ材の遮音性能は、床仕上げ材を施工すること
によって、各周波数帯域の床衝撃音レベルをどれだけ低
減することができるか（床衝撃音レベル低減量）で表さ
れる。

クッション性があり遮音性能を有する床仕上げ材の開
発が盛んになった1985年頃から、実験室で測定した各
周波数帯域の床衝撃音レベル低減量の値をもとに、各
メーカーの製品カタログ等に床仕上げ材の遮音性能の等
級表示が行われてきた。

1985年頃から2008年までは「推定L等級」による等
級表示が行われてきた。推定L等級は、実験室での床衝
撃音レベル低減量から当時の標準的条件を仮定した実建
物での床衝撃音遮断性能（空間性能）を推定したもので
あった。推定L等級の算出方法を式（1）および式（2）に示
す2）。

1．はじめに
昨今、古い集合住宅をリフォームし、再利用する機会

が増えている。リフォームの際、床の施工については大
きく分けて「張替え施工」と「重ね貼り施工」の2つの
施工方法がある。

張替え施工は、既存のフローリングを剥がし、新しい
フローリングを再施工する方法である。既存品と同等の
フローリングを使用すれば遮音性能も含め新築時とほぼ
同様の仕上がりが期待できる。

重ね貼り施工は、既存のフローリングを残したままで、
その上から新しいフローリングを施工する方法である。
張替え施工に比べると、工事期間の短縮や、工事騒音が
小さいなどのメリットがある。一方で、デメリットの1

つとして、遮音性能の低下の懸念が挙げられる。例えば、
防音フローリングのようなクッション性の大きい仕上げ
材の上に、無垢フローリングなどの硬い仕上げ材を重ね
貼りすると、遮音性能が低下する。しかしながら、こう
した遮音性能の低下は一般にはあまり認識されておらず、
また、どの程度低下するのかも定量的に把握されていな
い。

本稿では実験室において防音フローリングの上に、一
般的なフローリング（防音フローリングではない。以後、
フローリングと呼ぶ。）など数種類の床仕上げ材を重ね
貼り施工した場合に、床衝撃音遮断性能に及ぼす影響を
実験によって確認したので、その結果を報告する。
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3．床仕上げ材の各層が遮音性能に与える影響
複数の材料が積層された床仕上げ材を使用する際には、

各層が遮音性能に与える影響について十分に考慮する必
要がある。すなわち、材料が配置される位置によって遮
音性能へ与える機能が異なるため、同じ材料の組み合わ
せであっても結果として遮音性能が大きく異なる場合が
ある。

極端な例として、図-2に示す「フローリングの上にカー
ペットを敷いたもの（例1）」と「カーペットの上にフロー
リングを施工したもの（例2）」の2種類の床仕上げ材に
ついてRCスラブ150mm上で床衝撃音レベル低減量の測
定を行った結果を図-3に示す。

ΔL=L0－L1（dB）………………………………………（1）
　ΔL ：床仕上げ材の床衝撃音レベル低減量（dB）
　L0 ：  実験室におけるコンクリートスラブ素面の床

衝撃音レベル（dB）
　L1 ：床仕上げ材施工後の床衝撃音レベル（dB）

L=LS－ΔL  （dB）………………………………………（2）
　L ：現場における床衝撃音レベル推定値（dB）
　LS ：  現場におけるコンクリートスラブ素面の床衝

撃音レベル標準値（dB）

推定L等級では、まず実験室で床仕上げ材による床衝
撃音レベル低減量ΔLを求め、次に標準的と仮定した現
場スラブ素面の床衝撃音レベルからΔLを差し引いて現
場における床衝撃音レベルを推定している。さらに、そ
の床衝撃音レベルに日本建築学会による遮音等級3）を適
用して推定L等級を算出していた。推定L等級は空間性
能に結び付けており、理解しやすい等級表示方法であっ
たことから、床仕上げ材の遮音性能表記方法として浸透
し、床仕上げ材の選定における指標となっていた4）。

しかしながら、2000年頃からは、実建物での躯体条
件が多岐になり、また、居室の平面位置によって断面仕
様の異なるような床仕上げ材の普及が進んだ結果、推定
性能と実建物の竣工性能との間に差異が生じてきた。加
えて、表-1に示すように推定L等級算出に使用されるLS

の値が公的機関により異なる状況も生じ、相互比較に注
意が必要であることも判った。さらに、推定L等級があ
たかも建物の躯体性能を含む空間性能の「保証値」であ
るとの誤解も指摘されるようになった。

そのような中、2007年のJIS A 1440改正の機会に合
わせて、当法人が設置した「床材の床衝撃音低減性能の
表現方法に関する検討委員会」により「床材の床衝撃音
低減性能の等級表記指針」5）が示され、「推定L等級」に
代わり、現行の「ΔL等級」の等級表示に移行した。 

ΔL等級は空間性能と結び付けることなく、実験室で得
られた床仕上げ材の床衝撃音レベル低減量から表示等級
を直接求めるものである。ΔL等級の詳細については、
当法人のホームページ6） を参照されたい。

例として、防音フローリングなど薄くて柔らかい床仕
上げ材（JIS A 1440でカテゴリーⅠに分類されるもの）
について、新築分譲の集合住宅で多く使用されている 

「ΔLL（Ⅰ）－4」と以前の「推定L－45等級（A方式によ
る推定値の場合）」の低減量の比較を図-1に示す。図か
ら分かるように、周波数帯域によって±1dBの相違があ
るものの、「ΔLL（Ⅰ）－4」と「推定L－45等級」は、
ほぼ同等の性能を有すると考えてよい。

表-1　各公的機関が採用していた現場標準値 LS （dB）

図-1　「ΔLL（Ⅰ）－4」と「推定L－45等級」の比較
（表-1のＡ方式による推定値の場合）

図-2　同じ材料で断面構成の順番が異なる例
（寸法単位：mm）

（1） ｶｰﾍﾟｯﾄが上の例（例1） （2）ｶｰﾍﾟｯﾄが下の例（例2）
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図-3より、同じ材料を使用しても断面構成の順番に
よって遮音性能が大きく変化していることがわかる。

床仕上げ材が遮音性能を発揮するためには「発生衝撃
力の抑制」と「振動伝達の低減」が必要になる。例1で
は加振した際に、上層にあるカーペットが発生衝撃力を
大幅に抑制する効果を発揮しており、下層のフローリン
グによる振動伝達低減の効果は小さいものの、全体とし
ては下階へ伝達する振動エネルギーを抑制している。一
方、例2では、上層に硬いフローリングがあるため加振
時に発生する衝撃力が非常に大きくなってしまい、下層
のカーペットによる振動伝達低減効果があるものの、大
きな振動エネルギーが下階へ振動として伝わっている。

4．実験方法および試験体の構成
本章からは、重ね貼り施工が床衝撃音遮断性能に及ぼ

す影響について確認実験を行ったので、その概要の説明
に移る。

4. 1　実験方法
実験は当法人が所有する第2、第4残響室を用いて、

JIS A 1440-1に準じて行った。ただし、簡易測定のため、
加振点はスラブの中央1点のみとし、試験体の大きさは
約900mm×900mmの小試料とした。実験装置の概要を
図-4に示す。

4. 2　試験体の構成
試験体の構成は実験目的の異なる9条件とした。試験

体の構成および実験目的を表-2に示す。
条件1の結果をベースとして、各床仕上げ材を重ね貼

り施工した際の床衝撃音レベル低減量の比較を行った。
なお、防音フローリングは一般的な断面構成の市場流

通品を使用し、施工は標準施工に準じて接着剤施工とし
た。防音フローリング上面に重ね貼り施工した各床仕上
げ材については、条件2～8は両面粘着テープ施工、条
件9のタイルカーペットは置き敷き施工（接着無し）と
した。また、条件3のフローリングについては、下層の
防音フローリングに対して平行に施工を行い、その他の
条件（条件2、4～7）については防音フローリングに対
して直交に施工を行った。

条件8に使用したCFシート（クッションフロアシート）
については、市場流通品の中でも比較的厚さがあり、硬
質な商品を使用した。条件9に使用したタイルカーペッ
トは、市場流通品の中でも高遮音の商品を使用した。

試験体の施工状況を写真-1に示す。

図-3　例1と例2の床衝撃音レベル低減量の比較

図-4　実験装置の概要（寸法単位：mm）
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表-2　試験体の構成（寸法単位：mm）

（1）条件1（防音ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

（2）条件2（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ+防音ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

（3）条件3（ﾌﾛｰﾘﾝｸ （゙平行）+防音ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

（4）条件8（CFｼｰﾄ+防音ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

（5）条件9（ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ+防音ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

写真-1　試験体の施工状況
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比較結果より、防音フローリングの上にフローリング
を重ね貼り施工すると、125Hz～2000Hz帯域の広範囲に
わたって遮音性能が低下することがわかる。特に250Hz

帯域では18dBの大幅な遮音性能の低下が見られた。
フローリングの施工方向については、直交方向と平行

方向では遮音性能への影響に差はない事が確認できた。
ただし、目地部が重なってしまうと重量物に対する剛性
が弱くなるため、直交方向に重ね貼りすることが一般的
である。よって、以後の比較は直交方向に施工した条件
2を基に行う。

5. 2　重ね貼り施工するフローリングの種類に
よる影響の確認（比較2）

次に、重ね貼り施工するフローリングの種類による影
響の違いを確認するため、条件1、2、4および5の比較
を行った。比較結果を図-7に示す。

比較結果より、重ね貼り施工するフローリングの種類
を変えると、上層に施工するフローリングの遮音性能に
従って、影響に差が見られた。

合板に鋸溝を入れ、衝撃力緩和性能を向上させたもの
を重ね貼り施工すると、フローリングに比べると低下度
合いは小さくなったものの、125Hz～2000Hz帯域の広
範囲にわたって遮音性能の低下が確認できた。250Hz帯
域では12dBの遮音性能の低下が見られた。

一方、ベースと同じ防音フローリングを重ね貼り施工
すると、全周波数帯域で0～4dBの若干の遮音性能の向
上が見られた。

5．実験結果および結果の比較
各条件での実験結果を図-5に示す。
実験結果より、ベースとなる防音フローリング単体（条

件1）に比べると、全体的に遮音性能が低下する条件が
多い。このことから、ベースと同じ防音フローリングや
タイルカーペットのように遮音性能が高く、置き敷きで
使用する床仕上げ材を除けば、重ね貼り施工を行うと既
存の防音フローリングに比べて、遮音性能が低下する傾
向があるといえる。また、重ね貼り施工の影響の範囲は
広く、上面に施工させる床仕上げ材の種類や施工方法な
どによって、影響の大小が異なることが推測できる。

次に、実験目的および実験結果に基づいて、下記比較
を行った。次節より比較結果の考察を示す。
比較1：  フローリングの重ね貼り施工の影響およびフロー

リング施工方向の影響の確認（条件1～3）
比較2：  重ね貼り施工するフローリングの種類による影

響の確認（条件1、2、4、5）
比較3：  重ね貼り施工による影響除去方法の検討 

（条件1、2、6、7）
比較4：  フローリング以外の床仕上げ材による重ね貼り

施工の影響の確認（条件1、2、8、9）

5. 1　フローリングの重ね貼り施工の影響（比較1）
まず、リフォームの際に実際に行われているフローリ

ングの重ね貼り施工の影響およびフローリング施工方向
の影響を確認するために、条件1～3の比較を行った。
比較結果を図-6に示す。

図-5　実験結果 図-6　比較結果（比較1） 図-7　比較結果（比較2）
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6．おわりに
集合住宅のリフォームにおけるフローリングの重ね貼

り施工について、床衝撃音遮断性能に与える影響を実験
により確認した。その結果、以下の知見を得た。
1）  フローリング（非防音）の重ね貼り施工は遮音性能を

大きく低下させることが分かった。特に、250Hz帯域
に対して大きな影響を与え、床衝撃音レベル低減量に
おいて18dBの大幅な遮音性能の低下が確認できた。

2）  重ね貼り施工するフローリングの種類を変更すると、
上層に施工するフローリングの遮音性能に従って、
影響に差が見られた。鋸溝入りフローリングではフ
ローリングに比べて低下度合いは小さくなったものの、
250Hz帯域で12dBの低下が確認できた。一方、防音
フローリングを重ね貼り施工すると、全周波数帯域
で0～4dBの遮音性能の向上が見られた。

3）  重ね貼り施工の影響は薄い緩衝材を挟むことでは除
去することはできず、フローリングと防音フローリ
ングの間にポリエステル不織布を挟んでも、250Hz

帯域で3dBの改善にとどまった。
4）  フローリング以外の床仕上げ材については、CFシー

トを重ね貼り施工すると、250Hz帯域で6dBの遮音
性能の低下がみられた。一方で、タイルカーペット
のような単体の遮音性能が高く、衝撃力緩和性能の
高い材料については、防音フローリングの上に施工
しても、遮音性能が低下することなく、大幅な遮音
性能の向上につながった。

5. 3　重ね貼り施工による影響除去方法の検討
（比較3）

5.1節で示した重ね貼り施工による遮音性能低下の影
響を除去することを目的に、フローリングの下に薄い緩
衝材を挟み、効果を確認した。条件1、2、6および7の
比較結果を図-8に示す。

比較結果より、フローリングの下に薄い緩衝材を挟ん
でもその影響を除去することはできなかった。

フローリングの下に防振ゴムを挟んだ条件では、条件2

とほぼ同様の傾向を示し、250Hz帯域で18dBの遮音性能
の低下が見られた。ポリエステル不織布を挟んだ条件では、
多少の影響の除去は見られたが、250Hz帯域で15dBの遮
音性能の低下が見られ、3dBの改善にとどまった。

5. 4　仕上げ材の種類による比較（比較4）
最後に、フローリング以外の床仕上げ材について、重

ね貼り施工による影響を確認するために、条件1、2、8

および9の比較を行った。比較結果を図-9に示す。
比較結果より、フローリングの代わりにCFシートを

重ね貼り施工しても、若干の遮音性能の低下が見られた。
今回使用したCFシートが比較的硬質であったことも要
因の一つとして考えられるが、250Hz帯域で6dBの低下
が確認できた。一方、今回実験で使用したタイルカーペッ
トのように単体での遮音性能が高く、衝撃力緩和性能に
優れた材料であれば、防音フローリングの上に施工して
も、遮音性能の低下は見られず、250Hz帯域で20dBの
遮音性能の向上が見られた。

図-8　比較結果（比較3） 図-9　比較結果（比較4）
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以上の知見より、軽量床衝撃音に対する床仕上げ材の
遮音性能は、加振を受ける上層材料単体での遮音性能が
非常に支配的であり、表面に硬いフローリングを使用す
る重ね貼り施工は床衝撃音遮断性能を低下させるものと
考えられる。

本実験は加振点が1点のみであるなど簡易的な測定の
結果であるとともに、実際に使われる床の材料や重ね貼
り施工の方法などによって、遮音性能へ与える影響は変
わる可能性はあるが、概ねの傾向を示していると考えら
れる。本稿の結果を今後のリフォーム工事の参考にして
いただけば幸いである。
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